
 

 

 

 

古
く
か
ら
、
獅
子
に
頭
を
噛
ん
で
も
ら
う
と
、
知
恵
深
く
健
や
か
に
育
つ
な
ど
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
の
舞
年
に
当
た
り
、
左
記
の
通
り
各
舞
場
で
の
獅
子
舞
終
了
後
、「
獅

子
の
頭
噛
み
」
を
行
い
ま
す
。
三
年
に
一
度
の
舞
年
の
た
び
に
、
各
舞
場
で
は
お
子
さ
ん
の

頭
噛
み
で
も
大
変
に
賑
わ
い
ま
す
。
こ
の
度
は
、
正
式
な
舞
年
と
し
て
は
六
年
振
り
。
是
非

こ
の
機
会
に
各
舞
場
へ
お
越
し
下
さ
い
。 

 

記 

 

場 

所 
 

表
面
記
載
の
各
舞
場
で
行
い
ま
す
。
但
し
、
伊
奈
冨
神
社
で
は
頭
噛
み
を
行

い
ま
せ
ん
。 

 

時 

間 
 

各
舞
場
で
の
舞
終
了
後
に
行
い
ま
す
。 

 

お 

志 
 

一
〇
〇
〇
円
以
上
の
お
志
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

そ
の
他 

 

ご
希
望
の
方
は
獅
子
舞
終
了
後
、
親
子
で
列
に
お
並
び
下
さ
い
。 

以
上 

令
和
六
年
辰
年 
伊
奈
冨
神
社
獅
子
神
楽 

「
獅
子
の
頭
噛
み
」 

の
ご
案
内 


